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自己紹介

• 専門は社会心理学
– 社会心理学とは，「心」なるものの表象としての「行動」は，個人の内的な特
性要因（性格や能力など）と，その個人を取り巻く環境要因（状況や生活環
境など）とが組み合わさって表出するものと考える研究領域

• 研究関心
– コミュニケーションを通じて新しい「何か」が生まれるメカニズムを実証的
に検討しており，インターネット上の人間行動に関する研究を多くしている
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Twitter上でのリスク情報の拡散メカニズム（どのようなリスク情報が
拡散されやすく，どのような人が拡散させやすいか）の解明を試みた
研究が，Osaka University Research Profile 2019に選出



なぜ人間は”愚かな”行為をしてしまうのか?

• それは，人間は基本的に（自分たちが考えている
よりも）愚かな存在であるから．

• たいていの場合，状況に応じて（自他にとって）適
切な振る舞いをしたいと考えてはいるが，そうで
きない様々な「障害」を（意識できない直感的なレ
ベルで）抱えている．

• それを私はにんげんだものと表現している．
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なぜ人間は”愚かな”行為をしてしまうのか?

• 人間とはそういう存在なのだ，と言うことを認め
た上で，ようやく，そういう存在であってもなるべ
く適切な振る舞いができるよう，意識的に考える
ことができるようになる．

• それで”愚かな”行為を全面的に防ぐことは困難
だが，まずその自覚が第一歩である，と心理学者
としては訴えたい．
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なぜ人間はオンライン上で
”より愚かな”行為をしてしまうのか?

• オンラインは未だ，その愚かさをドライブする要因
のひとつ脱抑制 disinhibition を強化・増幅する
装置である．それは，多層な匿名性（物理的に対面
していない，相手が自分を知らない，本名を名乗
っていない，等）が達成されていることによる．

• しかも，そういう愚かな人々が雲霞のように押し
寄せる状況を経験したことがある人はほとんどい
ないので，それがどれほど苦痛かと訴えられたと
しても，想像できない．さらに言えば，想像したと
しても，おそらく過小評価となる．
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心理学的な説明

• 基本的に，人間は自己評価を維持しようとする動
機づけが高く（自己評価維持モデル），またそれが
実際より高め（平均以上効果）の方向に恣意的に
歪める（ためにいろんな非合理的な解釈をする）．

• このことは，炎上加担やクソリプなどの脱抑制的
行為と，それを受け止める側が（数がたとえ少な
くても）脅威を強く感じやすいことの両方に関わ
っていると考えられる．

– もちろん，行為実行者はごく少数（ごく少数だからこそ，
それが「非/反社会的」とみなされるともいえる）
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心理学的な説明

• 自己と他者に関わる認知的バイアス
– 「自分がしたことが他者に及ぼす効果」と「他者に自分
がされたことのが自分に及ぼす効果」の推定は，たとえ
「したこと」「されたこと」が同じでも非対称で，前者は後
者より過小推定される

– それ以外にも様々な人間の認知には非対称性がある．
同じ世界を同じように見ているわけではない，みんなち
ょっとずつ違う色眼鏡をかけている

• デマやフェイクニュースの拡散（あるいは,拡散に
対する強い批判）がなくならない理由も認知的バ
イアス（確証バイアス）で説明可能

– みんな「自分が信じたいもの」を信じている
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人間の”愚かな”行為は増えたのか?

• そもそも人間はこういうことをやらかしがちだ，
と考えているので，人間が変わった（変えられた）
せいで増えたとは思わない．

• ただし，SNSの登場により，誰の目にもさらされ
る場所でも行われるようになり，必然的に目立つ
ようになったのは確実．

• つまり，記録ベースとしては増えているだろうと
思うし，有事に際してはさらに増えるだろう．

– ネット上の特定の行為が「炎上」とラベリングされた時
点から，「炎上」案件は増える．昔の人に「承認欲求」がな
かったわけではない．
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人間の”愚かな”行為はどうやったらなくせるか?

• 「にんげんだもの」である以上，自覚を促すことに劇的な効
果を見込めるわけではない．

• 当然，一人一人がバイアスを自覚しなるべく熟慮した行動
をすべきだが，あくまでも「べき論」域を出ない．

• SNS等のシステム側がある程度コントロールすべきだし，
その際は「仕掛け」や「ナッジ」も有効ではあろう．

• ただ，対面社会と似たようなレベルで脱抑制を抑制させる
ためには，過度なcyberbullyingに対する（親告によらな
い形での）法的な規制も必要ではないかと思う．

– 「これをやったら捕まる（からやめよう）」がという抑止力がまだ機
能していない．それができないなら現状を「これ以上ひどくなりま
せんように」と許容するしかないのでは．
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